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本研如 ､従来から研究者が所属する敬重で取り由まれているラ.ット出血性ショ
ック蘇生 (HSR)モデルにおけるCOの組廠凍傷軽減効果の一連の研究である.
従来､HSRの前後で CO(250ppm)吸入をさせ､肺傷害が軽減することを検討し
ているが､今回の研究ではESR前の攻.^は効果がなく､HSR後の吸入が有効であ
ることを示した｡また､その機序として棟内受容体ホルモンPPAR･γ､抗炎症サイ
トカインIL･10の増加があることから､これらの関与を示唆している｡
本研究はラットHSRモデルにおいて低強度CO吸入が､侵妙 寺の生体の臓器保
鮮反応の解明､また､治療薬の開発に有用である研究と考えられる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の朝生を得る雫格があると認める｡
